
歳　入

地方交付税地方交付税
13,750,00013,750,000
（32.9%）（32.9%）

417 億 9,300 万円
（100%）

市税市税
9,235,0009,235,000
（22.1%）（22.1%）

国庫支出金国庫支出金
6,333,8606,333,860
（15.1%）（15.1%）

県支出金県支出金
3,463,8543,463,854
（8.4%）（8.4%）

自主財源自主財源
12,695,58612,695,586
（30.4％）（30.4％）

依存財源
29,097,414
（69.6％）

市債市債
3,724,8003,724,800
（8.9%）（8.9%）

繰入金
1,135,412（2.7%）

扶助費扶助費
10,807,66010,807,660
（25.8%）（25.8%）

義務的経費義務的経費
23,280,48723,280,487
（55.7%）（55.7%）

その他の経費その他の経費
14,213,39014,213,390
（34.0%）（34.0%）

投資的経費投資的経費
4,299,1234,299,123
（10.3%）（10.3%）

人件費人件費
7,340,9207,340,920
（17.6%）（17.6%）

公債費公債費
5,131,9075,131,907
（12.3%）（12.3%）

普通建設事業費普通建設事業費
4,144,9394,144,939
（9.9%）（9.9%）

災害復旧事業費災害復旧事業費
154,184154,184
（0.4%）（0.4%）

物件費物件費
5,312,6515,312,651
（12.7%）（12.7%）

補助費等補助費等
4,853,0544,853,054
（11.6%）（11.6%）

繰出金繰出金
3,529,9603,529,960
（8.5%）（8.5%）

民生費民生費
16,002,00416,002,004
（38.3%）（38.3%）

公債費公債費
5,131,9075,131,907
（12.3%）（12.3%）

教育費教育費
4,995,2784,995,278
（11.9%）（11.9%）

総務費総務費
4,174,1414,174,141
（10.0%）（10.0%）

土木費土木費
3,469,9343,469,934
（8.3%）（8.3%）

衛生費衛生費
2,943,0572,943,057
（7.0%）（7.0%）

農林水産業費農林水産業費
2,319,9732,319,973
（5.5%）（5.5%）

消防費消防費
1,325,3791,325,379
（3.2%）（3.2%）

商工費商工費
733,905733,905
（1.8%）（1.8%）

議会費議会費
340,027340,027
（0.8%）（0.8%）

災害復旧費災害復旧費
154,184154,184
（0.4%）（0.4%）

諸支出金諸支出金
83,19483,194
（0.2%）（0.2%）

労働費労働費
70,01770,017
（0.2%）（0.2%）
予備費予備費
50,00050,000
（0.1%）（0.1%）

維持補修費維持補修費
331,931331,931
（0.8%）（0.8%）

貸付金貸付金
51,00051,000
（0.1%）（0.1%）

積立金等積立金等
84,79484,794
（0.2%）（0.2%）

予備費予備費
50,00050,000
（0.1%）（0.1%）

使用料及び手数料
781,019（1.9%）
諸収入
256,578（0.6%）
繰越金
600,000（1.4%）

地方譲与税
506,900（1.2%）

その他依存財源
426,000（1.0%）

その他自主財源
  77,055（0.2%）

分担金及び負担金
610,522（1.5%）

地方消費税交付金
892,000（2.1%）

性質別性質別目的別目的別
417 億 9,300 万円417 億 9,300 万円
（100%）（100%）

417 億 9,300 万円417 億 9,300 万円
（100%）（100%）

単位：千円
（　）は、構成比

単位：千円
（　）は、構成比

単位：千円
（　）は、構成比
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　鹿屋市の平成24年度の当初予算が決まりました。昨年度より、２％増の４１７億９千３百万
円です。このお金がどのように使われるのでしょうか。
　資料と写真から今年度予算を説明します。　　【問い合わせ】　市財政課　☎0994-31-1126

予
算
が
で
き
あ
が
る
ま
で　

　

市
役
所
が
示
す
予
算
と
は
、

単
に
１
年
間
の
お
金
の
予
測
を

示
す
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

予
算
は
地
方
自
治
法
の
も
と
、

計
画
に
従
っ
て
執
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
決
ま
り
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
予
算
が
決
ま
る

と
い
う
こ
と
は
、
鹿
屋
市
が
こ

れ
か
ら
１
年
間
に
ど
の
よ
う
な

事
業
に
お
金
を
使
っ
て
い
く
か

が
決
定
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
予
算
は
、
次
の
よ
う
な

流
れ
で
作
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
役
所
の
各
課
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
実
施
に
よ
る

効
果
な
ど
を
検
証
し
、
ま
た
、

国
や
県
か
ら
補
助
金
が
も
ら
え

な
い
か
な
ど
を
調
べ
、
必
要
な

お
金
を
財
政
課
に
要
求
し
ま
す
。

　

要
求
さ
れ
た
額
に
対
し
、
財

政
課
で
は
細
か
く
精
査
し
ま
す
。

そ
の
後
、
多
く
の
人
の
チ
ェ
ッ

ク
を
経
て
最
終
的
に
市
長
が
査

定
し
ま
す
。
市
長
の
了
承
を
得

て
、
こ
こ
で
初
め
て
予
算
案
が

で
き
上
が
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
代
表
で
あ

る
議
員
に
３
月
議
会
で
予
算
案

の
説
明
を
行
い
、
議
会
か
ら
の

承
認
を
得
た
段
階
で
、
よ
う
や

く
予
算
案
が
正
式
な
「
予
算
」

と
な
る
の
で
す
。

財 政 用 語 ま め 辞 典
▼
一
般
会
計
＝
福
祉
や
教
育
、
公
園
や
道
路
の
建
設
な
ど
市
の

基
本
的
な
事
業
を
行
う
会
計

▼
特
別
会
計
＝
特
定
の
収
入
を
特
定
の
支
出
に
充
て
、
事
業
を

行
う
会
計
（
例
：
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
）

▼
義
務
的
経
費
＝
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
任
意
に
削
減
で
き

な
い
経
費
で
、
人
件
費
・
扶
助
費
及
び
公
債
費
の
合
計
額

▼
投
資
的
経
費
＝
道
路
、
公
園
、
学
校
、
市
営
住
宅
の
建
設
等

社
会
資
本
の
整
備
や
災
害
復
旧
費
に
要
す
る
も
の
で
あ
り
、

支
出
の
効
果
が
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
将
来
に
残
る
も
の
に
支
出

さ
れ
る
経
費

▼
経
常
的
経
費
＝
毎
年
度
継
続
し
て
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経

費
で
義
務
的
経
費
や
施
設
の
維
持
管
理
経
費
な
ど

▼
政
策
的
経
費
＝
義
務
的
経
費
と
異
な
り
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
、

産
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
政
策
推
進
の
た
め
に
支
出
す
る

経
費

▼
一
般
財
源
＝
市
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
市
が
ど
の
経
費
に
も

自
由
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
財
源

▼
地
方
交
付
税
＝
地
方
自
治
体
の
標
準
的
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を

一
定
に
保
つ
た
め
の
国
か
ら
の
交
付
金

▼
国
庫
支
出
金
＝
国
が
、
地
方
公
共
団
体
に
特
定
の
行
政
経
費

の
一
部
と
し
て
、
交
付
す
る
補
助
金
や
委
託
金

▼
繰
入
金
・
繰
出
金
＝
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
等
の
会

計
間
に
お
け
る
現
金
の
移
動
を
表
す
も
の

▼
使
用
料
及
び
手
数
料
＝
公
共
施
設
の
使
用
や
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
こ
と
の
対
価
と
し
て
利
用
者
等
か
ら
徴
収
す
る
も

の
で
、
各
種
公
共
施
設
の
使
用
料
、
住
民
票
等
各
種
証
明
の

発
行
手
数
料
等

▼
市
債
＝
市
が
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
な
ど
を
行
う
と
き
、

財
源
と
な
る
借
入
金

▼
普
通
建
設
事
業
＝
道
路
や
公
園
、
学
校
な
ど
公
共
施
設
を
建

設
す
る
た
め
の
経
費

▼
人
件
費
＝
特
別
職
、
一
般
職
の
給
与
や
議
員
報
酬
な
ど

▼
扶
助
費
＝
生
活
保
護
費
や
児
童
手
当
に
充
て
る
た
め
の
経
費

▼
公
債
費
＝
市
が
借
り
入
れ
た
市
債
（
借
金
）
返
済
の
た
め
の

経
費

▼
物
件
費
＝
施
設
の
維
持
管
理
や
物
品
購
入
の
た
め
の
経
費

一般会計歳入

一般会計歳出【性質別歳出】一般会計歳出【目的別歳出】

▲性質別＝予算及び決算における「節」の区分を基準と
した分類であり、財政の健全性、弾力性を測定するこ
とができる分類

▲目的別＝予算及び決算における「款」、「項」の区分を
基準とした分類であり、各部各課ごとのおおまかな予
算の比重を知ることができる分類

　
　
　

本
市
は
、
歳
入

　
　

の
約
７
割
が
依

　
　

存
財
源
で
あ

り
、
国
の
動
向
に
左
右
さ
れ
や

す
い
予
算
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
依
存
財
源
の
う

ち
、
最
も
金
額
の
大
き
い
地
方

交
付
税
は
、
前
年
度
予
算
に
比

べ
８
，
１
０
０
万
円
増
額
の

１
３
７
億
５
，
０
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
方
交
付
税
は
、
現
在
、

市
町
村
合
併
に
よ
る
特
例
措
置

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
当
措
置

は
、
合
併
か
ら
10
年
経
過
す
る

平
成
28
年
度
か
ら
５
年
間
段
階

的
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
で
最
も
金
額
の
大

き
い
市
税
は
、
固
定
資
産
税
の

評
価
替
え
等
に
よ
り
前
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
３
，
７
９
０
万

円
減
額
の
92
億
３
，
５
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

性
質
別
歳
出
で

　
　
　
　
　
　

は
、
職
員
数
の

　
　
　
　
　
　

見
直
し
な
ど
に

よ
り
人
件
費
が
前
年
度
に
比
べ

２
億
３
，
２
７
６
万
３
千
円
減

の
73
億
４
，０
９
２
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

扶
助
費
は
、
障
害
者
自
立

支
援
法
完
全
移
行
な
ど
に
よ

る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

費
の
増
額
や
生
活
保
護
世
帯
・

人
員
の
増
加
な
ど
に
伴
い
、

４
億
１
，
３
２
９
万
９
千
円
増

の
１
０
８
億
７
６
６
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、
前
年

度
に
比
べ
６
億
１
，
２
８
５
万

３
千
円
増
の
42
億
９
，
９
１
２

万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
花
岡
小
中
一
貫
校
整

備
や
桜
ヶ
丘
市
営
住
宅
の
建
て

替
え
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

目
的
別
に
示
し
た
グ
ラ
フ
の

割
合
を
見
る
と
、
生
活
保
護
や

高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
な

ど
に
支
出
さ
れ
る
民
生
費
が
約

４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
並
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳 

入

歳 

出

▲平成24年度予算書

平成24年度
鹿屋市の

一般会計   417億9,300万円
特別会計   256億3,965万円


